
JP 4332677 B2 2009.9.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カメラを収納するアクセサリーパック本体と、
　前記アクセサリーパック本体に配設され、前記カメラを直接取り付けるためのカメラ取
付部材と、
　前記アクセサリーパック本体を開閉可能なカバーと、
　前記アクセサリーパック本体に設けられた接続用コネクタとを備え、
　前記カメラは、前記カメラ取り付け部材に固定された状態で、前記アクセサリーパック
本体に完全に収納された状態と、前記アクセサリーパック本体に完全に収納されない状態
との間を移動可能であり、前記カメラが前記アクセサリーパック本体に完全に収納された
状態になると、前記カメラに設けられた入出力端子に前記接続用コネクタが接続されるこ
とを特徴とするカメラのアクセサリーパック。
【請求項２】
　前記カメラが前記完全に収納されない状態のときには、前記カメラに設けられた入出力
端子に前記接続用コネクタが接続されず、前記カメラに設けられたメモリーカードの挿入
口が前記アクセサリーパック本体から露出することを特徴とする請求項１記載のカメラの
アクセサリーパック。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】



(2) JP 4332677 B2 2009.9.16

10

20

30

40

50

　本発明はカメラのアクセサリーパックに係り、特にデジタルカメラ、銀塩カメラ等を収
納するアクセサリーパックに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種のアクセサリーパックとしては、カメラを収納するアクセサリーパック本
体と、このアクセサリーパック本体にバックル等の開閉機構によって取り付けられるカバ
ーとから構成されたものがある。
【０００３】
　ところで、このアクセサリーパックにカメラを収納する場合、アクセサリーパックとカ
メラとを電気的に接続するために、カメラの収納時にアクセサリーパックに備えられたコ
ネクタをカメラの操作者が手で持って、カメラの入出力端子に接続する必要がある。
【特許文献１】特開平０６－１０５１９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このため、従来のアクセサリーパックでは、カメラの収納作業が極めて面倒であった。
【０００５】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、カメラの収納作業を簡単に行うこと
ができるカメラのアクセサリーパックを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本願の第１の発明に係るカメラのアクセサリーパックは、
カメラを収納するアクセサリーパック本体と、前記アクセサリーパック本体に配設され、
前記カメラを直接取り付けるためのカメラ取付部材と、前記アクセサリーパック本体にヒ
ンジを介して回動自在に支持されたカバーと、前記アクセサリーパック本体に設けられ、
前記アクセサリーパック本体に前記カメラを収納すると、そのカメラに設けられた入出力
端子に接続される接続用コネクタとを備えることを特徴とする。
【０００７】
　本願の第１の発明によれば、カメラをアクセサリーパック本体に収納すると、そのカメ
ラに設けられた入出力端子がアクセサリーパック本体に設けられた接続用コネクタに接続
される。
【０００８】
　上記目的を達成するために、本願の第２の発明に係るカメラのアクセサリーパックは、
カメラを収納するアクセサリーパック本体と、前記アクセサリーパック本体にヒンジを介
して回動自在に支持されたカバーと、前記カバーに設けられ、前記アクセサリーパック本
体に前記カメラを収納して前記カバーを閉めると、そのカメラに設けられた入出力端子に
接続される接続用コネクタと、からなることを特徴とする。
【０００９】
　本願の第２の発明によれば、カメラをアクセサリーパック本体に収納してカバーを閉め
ると、そのカバーに設けられた接続用コネクタが、カメラに設けられた入出力端子に接続
される。
【００１０】
　上記目的を達成するために、本願の第３の発明に係るカメラのアクセサリーパックは、
カメラを収納するアクセサリーパック本体と、前記アクセサリーパック本体にヒンジを介
して回動自在に支持されたカバーと、前記アクセサリーパック本体内の側面部から出没自
在に設けられ、前記アクセサリーパック本体に収納されたカメラの側面部に設けられた入
出力端子に接続される接続用コネクタと、前記接続用コネクタを前記アクセサリーパック
本体内の側面部から退避する方向に付勢する付勢手段と、前記アクセサリーパック本体に
揺動自在に設けられ、揺動させることにより前記接続用コネクタを押圧して前記アクセサ
リーパック本体内の側面部から突出させ、前記アクセサリーパック本体に収納された前記
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カメラの入出力端子に接続する揺動部材と、前記カバーに設けられ、前記カバーが閉めら
れると前記揺動部材を押圧して揺動させる押圧部材と、からなることを特徴とする。
【００１１】
　本願の第３の発明によれば、カメラをアクセサリーパック本体に収納してカバーを閉め
ると、そのカバーに設けられた押圧部材が揺動部材を押圧して揺動させる。揺動した揺動
部材は接続用コネクタを押圧して、該接続用コネクタをアクセサリーパック本体内の側面
部から突出させ、その接続用コネクタをアクセサリーパック本体に収納されているカメラ
の入出力端子に接続させる。また、カバーを開けると、押圧部材による揺動部材の押圧が
解除されるとともに、付勢手段によって接続用コネクタがアクセサリーパック本体内の側
面部から退避する方向に付勢される。これにより、接続用コネクタがカメラの入出力端子
から外れ、接続が解除される。
【００１２】
　また、上記目的を達成するために、本願の第４の発明に係るカメラのアクセサリーパッ
クは、カメラを収納するアクセサリーパック本体と、前記アクセサリーパック本体に配設
され、前記カメラを直接取り付けるためのカメラ取付部材と、前記アクセサリーパック本
体にヒンジを介して回動自在に支持されたカバーと、前記アクセサリーパック本体内の前
面部に設けられ、前記アクセサリーパック本体に前記カメラを収納すると、そのカメラの
正面部に設けられた入出力端子に接続される接続用コネクタとを備えることを特徴とする
。
【００１３】
　本願の第４の発明によれば、カメラをアクセサリーパック本体に収納すると、そのカメ
ラの正面部に設けられた入出力端子がアクセサリーパック本体内の前面部に設けられた接
続用コネクタに接続される。また、カメラをアクセサリーパック本体から取り出すと、入
出力端子から接続用コネクタが外れ、接続が解除される。
【００１４】
　また、上記目的を達成するために、本願の第５の発明に係るカメラのアクセサリーパッ
クは、カメラを収納するアクセサリーパック本体と、前記アクセサリーパック本体にヒン
ジを介して回動自在に支持されたカバーと、前記カバーの内側面に設けられ、前記アクセ
サリーパック本体に前記カメラを収納して前記カバーを閉めると、そのカメラの背面部に
設けられた入出力端子に接続される接続用コネクタと、からなることを特徴とする。
【００１５】
　本願の第５の発明によれば、カメラをアクセサリーパック本体に収納してカバーを閉め
ると、そのカバーの内側面に設けられた接続用コネクタが、カメラの背面部に設けられた
入出力端子に接続される。また、カバーを開けると、接続用コネクタが入出力端子から外
れ、接続が解除される。
【発明の効果】
【００１６】
　以上説明したように本発明に係るカメラのアクセサリーパックによれば、面倒なコネク
タの接続作業を行わずに、カメラをアクセサリーパックに収納し、使用することができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下添付図面に従って本発明に係るカメラのアクセサリーパックの好ましい実施の形態
について詳説する。
【００１８】
　図１及び図２はそれぞれ本発明に係るカメラのアクセサリーパックを前方及び後方から
見た斜視図であり、図３は図２に示したアクセサリーパックのカバーを開けた状態を示す
斜視図である。
【００１９】
　これらの図面に示すように、このアクセサリーパック１０は、主としてアクセサリーパ
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ック本体１２と、アクセサリーパック本体１２にヒンジ１４を介して回動自在に支持され
たカバー１６とから構成されており、図３に示すデジタルカメラ１８を収納することによ
り全体として防水型デジタルカメラとして機能できるようになっている。
【００２０】
　図１に示すように、アクセサリーパック本体１２の前面には、デジタルカメラ１８の撮
影レンズに対向する位置に保護ガラス２０が水密性をもって固定されている。また、アク
セサリーパック本体１２の前面には、アクセサリーパック本体１２に内蔵されたストロボ
装置２８の発光窓３０及び発光量調整用の調光センサの受光窓３２が設けられている。
【００２１】
　アクセサリーパック本体１２の上面には、シャッタボタン３４と、デジタルカメラ１８
の各種の状態を表示する液晶表示パネルを透視するための透明窓部３６と、防水構造の光
学ファインダ（図示せず）を取り付けるための取付けシュー３８とが設けられている。
【００２２】
　また、アクセサリーパック本体１２の図１上の右側面には、カバー開つまみ４０が設け
られている。
【００２３】
　図３に示すように、アクセサリーパック本体１２の内側には、デジタルカメラ１８を収
納するカメラ収納部４２と、アクセサリーパック１０の電源として使用されるバッテリー
４４（複数本の電池を収納する電池ケース又は専用の二次電池）を収納するバッテリー収
納部４６とが形成されている。
【００２４】
　また、アクセサリーパック本体１２の内側には、デジタルカメラ１８を取り付けるため
のカメラ取付部材４８がアクセサリーパック本体１２に対して回動自在に配設されている
。このカメラ取付部材４８には、デジタルカメラ１８の三脚ネジ穴と螺合するカメラ取付
ネジ５０と、デジタルカメラ１８の回り止め及び位置決め用のピン５２とが設けられてお
り、これらのカメラ取付ネジ５０及びピン５２によってデジタルカメラ１８を固定できる
ようになっている。
【００２５】
　一方、図２に示すようにカバー１６の背面には、デジタルカメラ１８の背面に設けられ
た撮影画像、再生画像等を表示する液晶モニタ６０（図３参照）を透視するための透明窓
部６２、電源スイッチ６４、モードダイヤル６６、露出補正ボタン６８、ストロボボタン
７０及び表示ボタン７２が設けられている。
【００２６】
　また、図３に示すようにカバー１６の内側には、防水用のパッキング７４、閉成時にカ
バー１６をロックするためのフック７５等が設けられている。このカバー１６は、前述し
たようにヒンジ１４を介してアクセサリーパック本体１２に開閉自在に支持されており、
閉成時にカバー１６のフック７５がアクセサリーパック本体１２側の係合部（図示せず）
と係合し、この状態でパッキング７４によりアクセサリーパック本体１２内の水密性を保
持できるようになっている。
【００２７】
　なお、カバー１６がロックされている場合に、図３に示すようにカバー開つまみ４０を
起こし、反時計回り方向に回すと、カバー１６のロックを解除することができる。
【００２８】
　また、カバー１６の背面に設けられたモードダイヤル６６及び各種のボタンは、図３に
示すフレキシブル配線パターン７８を介して図示しないコントロール回路と接続されてお
り、また、アクセサリーパック本体１２の上面に設けられたシャッタボタン３４もコント
ロール回路に接続されている。このコントロール回路は、これらのボタン類の操作に応じ
たコントロール信号を接続用コネクタ８０を介してデジタルカメラ１８に出力する。
【００２９】
　この接続用コネクタ８０は、アクセサリーパック本体１２のカメラ収納部４２にデジタ
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ルカメラ１８を収納してカバー１６を閉めると、カメラ収納部４２の右側面下部に形成さ
れたコネクタ突出口８２から突出して、デジタルカメラ１８の右側面下部に形成されたデ
ジタル入出力端子１８Ａに差し込まれる。そして、カバー１６を開けるとデジタル入出力
端子１８Ａから引き抜かれ、コネクタ突出口８２の内側に退避する。このように、接続用
コネクタ８０はカバー１６の開閉動作に応じてコネクタ突出口８２から出没し、カメラ収
納部４２に収納されたデジタルカメラ１８のデジタル入出力端子１８Ａと接続される。こ
の接続用コネクタ８０をコネクタ突出口８２から出没させる機構は、次のように構成され
る。
【００３０】
　前記接続用コネクタ８０は、前記カメラ収納部４２の右側面を形成する仕切板４２Ａと
仕切板８４とによって形成される空間８６内に配設されている。この空間８６内には、図
４に示すように、ガイドプレート８８が配設されており、このガイドプレート８８の先端
に接続用コネクタ８０が固着されている。
【００３１】
　ガイドプレート８８には、一対の長孔８８Ａ、８８Ａが形成されており、この長孔８８
Ａ、８８Ａには前記空間８６の底面８６Ａに立設された一対のガイドピン９０、９０が嵌
入されている。ガイドプレート８８は、この一対の長孔８８Ａ、８８Ａとガイドピン９０
、９０との作用によって前記空間８６内を所定範囲で横方向にスライドする。そして、こ
のガイドプレート８８がスライドすることにより、接続用コネクタ８０がコネクタ突出口
８２から出没する。すなわち、ガイドプレート８８が図４中左方向にスライドすることに
よって、接続用コネクタ８０がコネクタ突出口８２からカメラ収納部４２側に突出し、右
方向にスライドすることによって接続用コネクタ８０が空間８６内に退避する。
【００３２】
　このスライド自在なガイドプレート８８には、引張バネ９２が連結されており、常に接
続用コネクタ８０が空間８６内に退避する方向（図４中右方向）に付勢されている。
【００３３】
　また、前記空間８６内には、Ｌ字状に形成されたレバー９４がピン９７によって揺動自
在に支持されている。このレバー９４の一方側の腕９４Ａの先端は接続用コネクタ８０の
後端部に係合しており、レバー９４を揺動させると、この一方側の腕９４Ａの先端が接続
用コネクタ８０の後端部を押圧して、コネクタ突出口８２から接続用コネクタ８０を突出
させる。
【００３４】
　ここで、前記レバー９４は、他方側の腕９４Ｂを押圧することにより揺動する。そして
、この他方側の腕９４Ｂはカバー１６を閉めることにより、そのカバー１６の内側面に取
り付けられたボス９６に押圧される。すなわち、カバー１６を閉めると、そのカバー１６
の内側面に設けられたボス９６が、仕切板８４に形成された孔９８から空間８６内に入り
込み、レバー９４の他方側の腕９４Ｂを押圧する。そして、このボス９６が他方側の腕９
４Ｂを押圧することにより、レバー９４が揺動し、接続用コネクタ８０の後端部を押圧し
てコネクタ突出口８２から突出させる。
【００３５】
　また、ボス９６はカバー１６を開けることにより、仕切板８４に形成された孔９８から
引き抜かれ、レバー９４の押圧を解除する。そして、このレバー９４の押圧が解除される
ことにより、接続用コネクタ８０は引張バネ９２の引張力で空間８６内に退避する。
【００３６】
　このように、接続用コネクタ８０はカバー１６の開閉動作に応じてコネクタ突出口８２
から出没する。そして、カメラ収納部４２に収納されたデジタルカメラ１８のデジタル入
出力端子１８Ａと接続される。
【００３７】
　なお、このアクセサリーパック１０に収容されるデジタルカメラ１８は、上述したよう
に、その右側面下部にデジタル入出力端子１８Ａが形成されている。また、このデジタル
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カメラ１８は、カメラ取付部材４８に取り付けた状態でスマートメディア（メモリカード
）１００の挿入ができるようにするために、図３に示すように、左側面部にスマートメデ
ィア１００の挿入口１０２が形成されている。
【００３８】
　なお、図３において、１０４はビデオ出力端子、１０６はＤＣ入力端子、１０８はスマ
ートメディア１００の挿入口１０２を開閉するスマートメディアカバーである。
【００３９】
　次に、前記のごとく構成された本実施の形態のアクセサリーパック１０の作用について
説明する。
【００４０】
　まず、アクセサリーパック１０にデジタルカメラ１８を収納する場合について説明する
。
【００４１】
　撮影者は、まず、カバー１６を開け、図３に示すカメラ取付部材４８をアクセサリーパ
ック本体１２から引き出す。そして、そのカメラ取付部材４８に設けられたカメラ取付ネ
ジ５０及びピン５２によってデジタルカメラ１８をカメラ取付部材４８に固定する。
【００４２】
　ここで、スマートメディア１００の装着が必要な場合は、図５（ａ）に示すように、デ
ジタルカメラ１８のスマートメディアカバー１０８を開け、その挿入口１０２からスマー
トメディア１００を挿入する。
【００４３】
　次に、デジタルカメラ１８をアクセサリーパック本体１２に向けて押し込む。これによ
り、デジタルカメラ１８は、図５（ｂ）に示すように、アクセサリーパック本体１２のカ
メラ収納部４２に収納される。
【００４４】
　次に、図５（ｃ）に示すように、カバー１６を閉じ、そのカバー１６のフック７５をア
クセサリーパック本体１２側の係合部に係合させる。
【００４５】
　このカバー１６の閉動作に伴って、カバー１６の内側面に取り付けられたボス９６が、
仕切板８４に形成された孔９８から空間８６内に入り込み、レバー９４の他方側の腕９４
Ｂを押圧する。そして、このボス９６が他方側の腕９４Ｂを押圧することにより、レバー
９４が揺動し、レバー９４の一方側の腕９４Ａが接続用コネクタ８０の後端部を押圧する
。これにより、接続用コネクタ８０がコネクタ突出口８２から突出し、カメラ収納部４２
に収納されたデジタルカメラ１８のデジタル入出力端子１８Ａに接続される。
【００４６】
　このように、デジタルカメラ１８をアクセサリーパック本体１２のカメラ収納部４２に
収納し、カバー１６を閉めるだけで、面倒なコネクタの接続作業をしなくても、自動で収
納されたデジタルカメラ１８のデジタル入出力端子１８Ａに接続用コネクタ８０を接続す
ることができる。
【００４７】
　次に、前記のごとくデジタルカメラ１８を収納したアクセサリーパック１０によるデジ
タルカメラ１８の制御について説明する。
【００４８】
　まず、図２に示す電源スイッチ６４を図２上で上方にスライドさせると、デジタルカメ
ラ１８の電源が入り、再度電源スイッチ６４を上方にスライドさせると、デジタルカメラ
１８の電源が切れる。
【００４９】
　モードダイヤル６６は、撮影した画像を再生する再生モード、撮影状況に応じて露出と
フォーカスを自動的に制御する通常（ＡＵＴＯ）撮影モード、フォーカスを遠景（約５ｍ
）に固定する遠景固定撮影モード、フォーカスを近景（約１．２ｍ）に固定する近景固定
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撮影モード、及び１０～７０ｃｍまでの近距離撮影ができるマクロ撮影モードのうちのい
ずれかをダイヤル位置によって選択するものである。また、露出補正ボタン６８を押しな
がらシャッタボタン３６を半押しすると、＋１．６Ｅｖの露出補正が行われる。
【００５０】
　更に、このアクセサリーパック本体１２に内蔵されたストロボ装置２８は、通常は低輝
度又は逆光時に自動発光するオートモードになっているが、ストロボボタン７０をワンプ
ッシュする毎にオートモードから順次強制発光モード、発光停止モード、オートモードに
切り換えられる。
【００５１】
　なお、上記露出補正ボタン６８及びストロボボタン７０は、それぞれ再生モード時に１
コマ順送り及び１コマ逆送りを指令するボタンとして兼用されている。また、モードダイ
ヤル６６によってＡＵＴＯ撮影モードが選択されているときに表示スイッチ７２を押すと
、液晶モニタ６０にスルー画が表示され、液晶モニタ６０を見ながら撮影を行うことがで
きる。
【００５２】
　次に、アクセサリーパック本体１２に収納されたデジタルカメラ１８内のバッテリー（
図示せず）を充電する場合、及び、デジタルカメラ１８のスマートメディアを交換する場
合について説明する。
【００５３】
　図３に示すように、撮影者はカバー開つまみ４０を起こし、反時計回り方向に回してカ
バー１６のロックを解除する。そして、カバー１６を開ける。
【００５４】
　このカバー１６の開動作に伴って、カバー１６の内側面に取り付けられたボス９６が、
仕切板８４に形成された孔９８から引き抜かれ、レバー９４の押圧を解除する。そして、
このレバー９４の押圧が解除されることにより、接続用コネクタ８０が引張バネ９２の引
張力で空間８６内に退避し、デジタル入出力端子１８Ａとの接続が解除される。
【００５５】
　撮影者は、カバー１６を開けたアクセサリーパック本体１２からカメラ取付部材４８（
デジタルカメラ１８）を手動で回動させ、カメラ収納部４２からデジタルカメラ１８を引
き出す。引き出されたデジタルカメラ１８は、デジタルカメラ１８の左側面（デジタル入
出力端子、ビデオ出力端子１０４、ＤＣ入力端子１０６、及びスマートメディアカバー１
０８が設けられている側面）が、アクセサリーパック本体１２から露出するように傾いて
停止するので、撮影者は、デジタルカメラ１８をアクセサリーパック１０から完全に取り
出さなくても、デジタルカメラ１８のＤＣ入力端子１０６にＡＣパワーアダプタのプラグ
（図示せず）を差し込むことにより、デジタルカメラ１８内のバッテリーを充電すること
ができ、また、スマートメディアカバー１０８を開けてスマートメディア１００の交換も
できる。
【００５６】
　更に、ビデオ出力端子１０４にビデオケーブルのプラグを接続することによりモニタテ
レビ等にビデオ出力することができる。
【００５７】
　また、デジタルカメラ１８をアクセサリーパック１０から完全に取り出す場合には、カ
メラ取付ネジ５０の操作が可能な位置までカメラ取付部材４８（デジタルカメラ１８）を
手動で回動させ、カメラ取付ネジ５０を回転させてカメラ取付部材４８からデジタルカメ
ラ１８を外す。
【００５８】
　このように、アクセサリーパック１０のカバー１６を開けるだけで、面倒なコネクタの
取り外し作業をしなくても、自動でデジタルカメラ１８のデジタル入出力端子１８Ａから
接続用コネクタ８０を引き抜くことができる。
【００５９】
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　図６は本発明に係るカメラのアクセサリーパックの第２の実施の形態を示す要部断面図
である。
【００６０】
　同図に示すように、第２の実施の形態のアクセサリーパック１１０は、図４に示した第
１の実施の形態のアクセサリーパック１０と比較して、接続用コネクタ１１２がアクセサ
リーパック本体１１４の内側に設けられたカメラ収納部１１４Ａの前面部に配置されてい
る点で相違する。そして、このアクセサリーパック１１０に収納されるデジタルカメラ１
１８は、カメラ正面部にデジタル入出力端子１１８Ａが設けられている点で、第１の実施
の形態のアクセサリーパック１０に収納するデジタルカメラ１８と相違する。
【００６１】
　この第２の実施の形態のアクセサリーパック１１０では、アクセサリーパック本体１１
４のカメラ収納部１１４Ａにデジタルカメラ１１８を収納すると、その収納と同時に、デ
ジタルカメラ１１８に設けられたデジタル入出力端子１１８Ａが、カメラ収納部１１４Ａ
に設けられている接続用コネクタ１１２に接続される。
【００６２】
　したがって、本実施の形態のアクセサリーパック１１０においても、デジタルカメラ１
１８をアクセサリーパック本体１１４のカメラ収納部１１４Ａに収納し、カバー１２４を
閉めるだけで、面倒なコネクタの接続作業をしなくても、自動で接続用コネクタ１１２を
入出力端子１１８Ａに接続することができる。
【００６３】
　図７は本発明に係るカメラのアクセサリーパックの第３の実施の形態を示す要部断面図
である。
【００６４】
　同図に示すように、第２の実施の形態のアクセサリーパック１２０は、図４に示した第
１の実施の形態のアクセサリーパック１０と比較して、接続用コネクタ１２２がカバー１
２４の内側に配置されている点で相違する。そして、このアクセサリーパック１２０に収
納されるデジタルカメラ１２６は、カメラ背面部にデジタル入出力端子１２６Ａが設けら
れている点で、第１の実施の形態のアクセサリーパック１０に収納するデジタルカメラ１
８と相違する。
【００６５】
　この第３の実施の形態のアクセサリーパック１２０では、アクセサリーパック本体１２
８のカメラ収納部１２８Ａにデジタルカメラ１２６を収納し、カバー１２４を閉めると、
そのカバー１２４の内側に設けられた接続用コネクタ１２２がデジタルカメラ１２６に設
けられたデジタル入出力端子１２６Ａに接続される。
【００６６】
　したがって、本実施の形態のアクセサリーパック１２０においても、面倒なコネクタの
接続作業をしなくても、自動でデジタル入出力端子１２６Ａに接続用コネクタ１２２を接
続することができる。
【００６７】
　上記第１の実施の形態では、カメラ取付部材は回動軸によってアクセサリーパック本体
に回動自在に配設されているが、これに限らず、カメラ取付部材をスライド自在に配設し
、デジタルカメラをカメラ収納部に対して平行移動できるようにしてもよい。また、カメ
ラ収納部に収納されるカメラは、デジタルカメラに限らず、銀塩カメラでもよく、この場
合には、銀塩カメラをアクセサリーパックから完全に取り出さずにフイルム交換ができる
ように構成する。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明に係るカメラのアクセサリーパックを前方から見た斜視図
【図２】本発明に係るカメラのアクセサリーパックを後方から見た斜視図
【図３】図２に示したアクセサリーパックのカバーを開けた状態を示す斜視図
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【図４】本発明に係るアクセサリーパックの第１の実施の形態を示す要部断面図
【図５】第１の実施の形態のアクセサリーパックにデジタルカメラを収納する手順を示す
要部断面図
【図６】本発明に係るアクセサリーパックの第２の実施の形態を示す要部断面図
【図７】本発明に係るアクセサリーパックの第３の実施の形態を示す要部断面図
【符号の説明】
【００６９】
　１０、１１０、１２０…アクセサリーパック、１２、１１４、１２８…アクセサリーパ
ック本体、１４…ヒンジ、１６、１１６、１２４…カバー、１８、１１８、１２６…デジ
タルカメラ、１８Ａ、１１８Ａ、１１２６Ａ…デジタル入出力端子、８０、１１２、１２
２…接続用コネクタ、８２…コネクタ突出口、９４…レバー、９６…ボス、９８…孔、１
００…スマートメディア（メモリカード）、１０２…挿入口、１０８…スマートメディア
カバー

【図１】 【図２】



(10) JP 4332677 B2 2009.9.16

【図３】 【図４】
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